



































































































































































































































過去 1300年間の内で最も高温で、最近 12年（1995～ 2006年）のうち、
1996年を除く 11年の世界の地上気温は、1850年以降で最も温暖な 12年の
中に入る。過去 100年に、世界平均気温が長期的に 0.74℃（1906～ 2005年）
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長を実現する社会では約 4.0℃（2.4℃～ 6.4℃）と予測している。（第 3次評
価報告書ではシナリオを区別せず 1.4～ 5.8℃であった。）二酸化炭素の濃度
は工業化以前の約 280ppmから 2005年には 379ppmに増加し、二酸化炭素
による放射強制力（地球温暖化を引き起こす効果）は、1995から 2005年に
かけて 20%増加した。これは、少なくとも過去 200年間のあらゆる 10年間
における最大の変化であった。最近50年間（100年当たり1.3 ［1.0～1.6］℃）
の長期傾向は、過去 100年（100年当たり 0.74 ［0.56-0.92］℃）のほぼ 2



















































































　2009年 9月 22日、日本の鳩山首相は国連気候変動首脳会議で 2020年ま
でに温室効果ガスを 1990年比で「25%削減」するという構想を打ち出した。





























































































































































6）Pachaurigate II　（London Times） コペンハーゲン虚偽発言事件
7）Sterngate 　（UK Telegram）IPCCが採用した委員会報告の虚偽事件




10）PeerReviewgate （The UK Sunday Telegraphy）非審査論文偽装事件
11）Russiangate （内部告発）　ロシアの気温作為的変更
12）Russiangate II （The Geologidcal SA）　気温の捏造事件
13）USgate （研究者告発）　1990年に測定点変更で 1℃上昇事件
14）Icegate （研究者告発）  アンデス山脈の氷の偽装事件
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































　日本政府の「京都議定書目標達成計画」（平成 17年 4月 28日閣議決定、平





出量は 12億 6,100万 t-CO2であり、6%削減約束を達成するためには、第 1




























発効によって日本は 2008年から 2012年までの 5年間において 1990年比
で平均 6%の削減を求められているが、日本全体の排出量は増加傾向にあり、
2007年度の排出量は 13億 7400万トン（目標から 1億 1300万トンもオー
バー）であり、減るどころか、基準年と比較して 9%も増加している。
　さらに、その報告書によれば、「京都メカニズムの活用については、2009













































































































































































































































（55）　「京都議定書目標達成計画の進捗状況」（平成 21年 7月 17日）（首相官邸ホームページ
より入手。）
　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/2009/0717_1.pdf
（56） The World Bank, STATE AND TRENDS OF THE CARBON MARKET 2008, p.24, 
Figure 3. 北村慶、前掲書、108-112頁。




























































































「京都議定書目標達成計画」（平成 17年 4月 28日策定、平成 18年 7月 11日一部改定、平
成 20年 3月 28日全部改定）（首相官邸ホームページより入手。）
　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/kakugi/080328keikaku.pdf
「京都議定書目標達成計画の進捗状況」（平成 21年 7月 17日）（首相官邸ホームページより
入手。）
　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/2009/0717_1.pdf
The World Bank, STATE AND TRENDS OF THE CARBON MARKET 2008.
環境省ホームページ　http://www.env.go.jp
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　　http://www.nedo.go.jp
首相官邸ホームページ　http://www.kantei.go.jp
IPCCホームページ　http://www.ipcc.ch
世界銀行ホームページ　http://www.worldbank.org
